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協議結果による堤防下からの景観イメージ（植栽 10 年後） 

 

平成１９年９月 

桜づつみ協議会 
 

江端川→



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はじめに 
 

足羽川左岸堤防の桜については、平成１７年度に開催した「足羽川河川環

境整備検討会」から、堤防の安全性を考慮して、堤防の断面外に移植する必

要があるという提言が出された。 

 この提言を受けて、福井県と福井市は、検討を重ねた結果、住宅側に盛土

してできるスペースに桜を植えることにより、桜並木を保全することを決

め、桜堤の実施計画を策定することにした。 

 「足羽川桜づつみ協議会」は、現在進めている足羽川河川激甚災害対策特

別緊急事業における堤防強化工事に伴い、予定している桜堤整備についての

具体的な実施計画を策定するために、学識経験者や地域住民、一般住民の方

の意見を聞く場として、福井県と福井市が設置したものである。 

  

協議会では、植栽計画、施設計画、維持管理等について、計４回にわたる

議論を重ねた。とりまとめの結果、桜のトンネルに代わる新しい魅力づくり

として、“多様な品種の桜を植栽して長い期間花を楽しめる桜堤”とする方

向に決定した。 

植栽する桜については、福井の気象条件等を考慮し、品種や配置などを、

擁壁については、地域住民の意見を踏まえ、高さなどの検討を行った。さら

に、今後の維持管理については、“既存の市民団体や地域住民を中心にした

ネットワーク組織を立ち上げ、行政と協力して桜の維持管理体制をつくる”

ことで一致した。 

 

本報告書は、沿川住民や一般住民の意見を踏まえた上で、新しい桜並木の

整備計画を提案するものであり、官民の協力体制の中、桜堤の適切な維持管

理ができることを強く期待するものである。そして、足羽川が市民の身近で

親しみのある川となり、新しい桜並木が足羽川を楽しむ場の一つとして、愛

され続けることを、切に願うものである。 
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足 羽 川 河 川 環 境 整 備 検 討 会（H17.9.15～H18.3.16 で 4 回開催） 

○擁壁の高さの検討 
○多様性植栽の検討 
○維持管理体制の検討 
○桜の有効利用の検討 
○その他の施設の検討 

足羽川桜づつみ協議会 
＜目的＞ 学識経験者や関係団体、地区住民代表

により、桜堤の実施計画案に対する意
見や提案について協議を行う。 

・桜並木の存続を望む 
・新たな桜の若木の植栽を 
 望む 
・桜の種類を工夫し、長く 
楽しめると良い 

 

アンケート・フォーラム 
＜目的＞ 一般住民に桜に関する情報を提供し、知

識を深めてもらうとともに、広く意見を

聞き計画に反映させる。 

試 験 施 工（ＪＲ橋～木田橋） 

＜目的＞ 
・ 移植木を含めた景観や新植 

した若木の状態を住民に見 
てもらう場を提供する。 

・ 植栽工事における設計、施工

上の課題を把握する。 

・道路幅の減少に反対 
・高い擁壁は圧迫感があり

反対 
・清掃する住民の高齢化 

地元説明会・ワークショップ 
 

＜目的＞ 地元住民に桜に関する情報を提供し、知 
識を深めてもらうとともに、広く意見を 
聞き計画に反映させる。 

足羽川の整備における自然環境・桜堤・景観等の基本方針について検討 
●堤防定規外へ移植（トンネル状・一列植栽案） ●多様性・多層性植栽の提案 
●桜堤の整備等については、地域住民との合意形成を図りながら進めていくべき 

整備の基本方針

沿川住民意見

一般住民意見

学識経験者

関係団体 

地域代表

実際の 
植栽イメージ

整備実施計画

（県・市） 

市政広報「FUKUI」 

市民意見 
・提案 

意見 
提案 

足羽川桜堤の整備について



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソメイヨシノ系を中心に
多品種の桜を植栽 

枯れたものから段階的に

なくなっていく 

新明里橋 

木田橋 

ＪＲ橋 

泉 橋 

幸 橋 

桜 橋 

九十九橋 

花月橋 
＜県庁～九十九橋＞ 

越前時代行列 

激特事業による 
堤防強化区間 

 
行 政 

 

カワズザクラ 
(３月上下旬) 

イチヨウ 
(４月中旬) 

センダイヤ 
(４月上中旬) 

ﾊﾞｲｺﾞｼﾞｭｽﾞｶｹｻﾞｸﾗ 
(４月下旬) 

カンザン 
(４月下旬) 

擁壁高さを低く 
地被植栽で圧迫感軽減 

ヨウシュン 
(４月上旬) 

堤防下からの景観

（植栽 10年後）

堤防上からの景観

（植栽 10年後）

＜幸橋～木田橋＞ 
長く花を観賞できる 
ように（４月中～５月上旬） 

＜新明里橋～花月橋＞ 
開花の遅い園芸種を多く植栽し長く 
花を観賞できるように（４月中～５月上旬） 

○ 桜の植栽ゾーニング、品種提案、配置計画（案） 
桜トンネルに代わる新しい魅力として、多様性・多層性

を考慮した植栽 
○ 擁壁高さの検討や圧迫感を軽減する工夫 

沿川住民の意見等をふまえ、擁壁高さを目線以下に 
圧迫感を軽減するため、擁壁天端に地被植物を配置 

○ 維持管理体制 
今後の維持管理体制づくり 

桜づつみ協議会での検討結果 

＜花月橋～幸橋＞ 
ｿﾒｲﾖｼﾉ系の開花時期に近い園芸種を植栽し 
４月上旬に一斉に開花（３月下旬～４月中旬） 

ソメイヨシノ系（例）園芸種（例） 園芸種（例）

今後の維持管理

体制づくり（例）

景観イメージ 

桜の品種選定 

桜の植栽 

ゾーニング 段階的になくなる

擁壁高さ 

桜の配置 

・落葉清掃 
・花壇管理 等 

・一斉清掃 
・低木剪定 
・施肥作業 等 

・草刈り 
・薬剤散布 
・施 肥  等 

新 し い 組 織 

＜方針＞ 
●官民協働による桜の維持管理 
●住民参加の積極的な促進 

ＮＰＯ 
一般住民 

足羽地区 
自治会連合会 

協働 


